









































『津幡町史』684 頁　中条地区　小字 ( こあざ ) より
潟に関すると思われる名称を抜粋。
太田　3不湖 ( ふご )（註 1）（１番より３０番）・24浜田・
25貝殻・26深田・42舟池・49堀田
南中条　6南不湖・14いけ田・18砂田











































































































































































今春、ネガ（36 枚撮り 5000 本、昭和 20 年代末か
ら近年までの年度別撮影記録付き）すべてを津幡町教
育委員会へ無償で寄附された。「使用の際は杉本清撮
影と付記してほしい」が唯一の条件である。
氏は長く小学校教員をされ、小学校長で退職され
たのちも趣味の写真を晩年まで続けられた。報告者は
直接担任されたことは無いが、小学校 5・6年の時は
隣の同学年の担任であった。
数年前、亡くなった内灘町の元小学校教諭清水先
生も大量の河北潟に関する写真をお持ちだった。遺族
の方が保管していると思う。小学生が潟で舟を漕ぎ、
水浴している写真を見せて戴いた。
かほく市大崎に元津幡中学校教諭の松原茂先生が
御健在。先生も写真を趣味とされていたので干拓前の
写真をお持ちと思う。
NPO法人河北潟湖沼研究所通信「河北潟」に、潟
端在住の古老からの聞き取り「河北潟の水郷―潟端よ
り―」が連載され、現在 16回を数える。その内容は
半農半漁の生活、漁労の方法、季節ごとの獲物等が絵
入りで紹介され興味深い。1～ 16 回は報告者も保管
している。
河北潟の舟、漁労の道具等は津幡町吉倉にある津
幡町歴史資料館（旧吉倉小学校）に保管・展示してあり、
町教育委員会生涯学習課（tel:.076-288-2125）へ連
絡すれば見ることが出来る。
3. おわりに
河北潟の面積は、以前の三分の一となり、汽水湖
から淡水湖となった。その為、カレイ・ボラ・キス・
トラフグ・サヨリ・スズキ等の海水魚と鮒・鯉等の淡
水魚が共生していた（比重の重い海水は下層、上層は
真水）豊かな潟は、淡水魚のみとなり、近年はブルー
ギル・ブラックバス等の外来魚が放たれ生態系を乱し
ている。
また、生活形態の変化により家庭排水による窒素・
リン濃度が高くなる問題も起きてきた。車社会の発達
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により潟沿岸へのゴミの不法投棄も目立つ。
湖岸が鉄パイルやコンクリートで囲まれているこ
とも自然浄化を妨げている一因でもある。以前は湖岸
に生えたヨシ・マコモ等の植物が窒素・リンを吸収し、
それを壁の下地・屋根等に利用するサイクルが存在し
た。河口の砂洲でのシジミ採りなど趣味と実益を兼ね
た楽しみはもうできない。貝の水質浄化力も侮れない
ほど大きいものである。
潟の周回道路はあるが高い土手に囲まれ、美しい
湖を車窓から眺めることはできない。その事も我々が
河北潟の環境に目を向けることから遠ざかっている一
因なのかもしれない。
河北潟干拓地内を車で走ると休耕地が目立つ。農
業政策失敗の証左であろう。
豊かな自然を人間の力（人間の欲）で破壊した行
為の愚かさ。
八郎潟から始まった干拓事業は、水田面積の拡充
が目的であった。しかし、米余りが叫ばれた後も、河
北潟、宍道湖・中海、諫早湾干拓と続き、どれも大き
な問題を残した。河北潟も干拓ではなく干陸であり湖
水面より 1ｍほど低い。内灘にあるポンプ場で永久
に揚水しなければ元の湖に戻るのだ。
2007 年、河北潟に隣接する二市二町（金沢市・河
北市・津幡町・内灘町）で構成する河北潟環境対策期
成同盟会が、小学 4年～中学 3年生を対象に『河北
潟と私たちのくらし』という社会科・道徳・総合学習
の副読本を刊行した。報告者も第 6章を執筆させて
戴いた。
元の湖に戻すことはできないが、衆知を集め、せ
めて残された河北潟を綺麗な形で次代に渡さなければ
ならないと思う。
註
註 1：不湖・・・河北潟東岸にいくつも存在した。渇水期に
は湿地となり、増水期には池となる土地。波受ともい
う。江戸期の地図によれば太田・中条・舟橋・狩鹿野
不湖等があり、宇野気川に沿っては横山・高松（内高
松）不湖が描かれている。
註 2：激しく屈曲して流れていた津幡川は、融雪期、梅雨期
には毎年のように氾濫した。昭和 39年（1964）河川
改修工事が起工され、昭和 44年（1969）に完成した。
川尻集落内を流れていた旧川は埋め立てられ、広い道
路となり昔の面影は無い。新川は拡幅され、新しい水
門も完成した。潟端も同様運河は埋められた。
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